
伝統文化を継承することの教育的意義 

一昭和期における祝福芸「三番曳まわし」を事例として一 

 

月岡浩司 

 

〈概要〉 

本稿では、 「文化観」に着目して、現在行わ れている伝統・文化に関する教育がその教育

的 意義を十分に持ちえていない原因を把握する 。 そして、伝統・文化を継承するために

はどのよ うな「文化観」が必要になるのかを検討してい くとともに、新たな概念を加える

ことで、伝統・ 文化を継承することの教育効果について提示し、 その意義を考察すること

を本研究の目的とする。 

 

〈感想〉 

ずっとこの活動をしている中で、なぜ伝統文化を守らなければならないのかと聞かれれば、

答えられない自分がいた。しかし、この論文を読んで、伝統・文化を継承することは、「ど

のように人が希望をつないできたかを知ることによって、 自らに誇りを持ち、他者と互い

に理解しながら、 よりよい生き方を構築する」ためにきわめて効果的な教育活動であるこ

とを理解できた。文化の形を引き継ぐのではなく、先人がその時代を生きるために、工夫し

たり思考したりしながら懸命に生き抜いた願いや思いを手がかりとして、伝統・文化が自 

分たちにとってどのような価値があるのか、また、積極的に継承していくべきものなのかそ

れとも価値を認めつつ見守るべきものか、さらに、 現代の生活に活かすべきものなのかを

考えるという、伝統・文化と自分との関係性をつなぐということが重要なのだと理解するこ

とができた。 


